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１．評価結果 

評価ランク：Ｓ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

サンゴ礁生態系劣化に対して、沿岸植生帯の緩衝機能の評価に注目し、その機能を定量的に実証し

た点は、環境政策への大きな貢献として高く評価できる。具体的には、沿岸植生帯が環境改善機能な

どによりサンゴ礁保全に果たす役割を実証的に明らかにしたこと、また、統合モデルのシミュレーシ

ョンによって、藻場とサンゴ礁とを一体的に、かつ定量的評価を行ったことなど、新規性が高く、そ

の成果は注目に値する。今後は植物プランクトンの動態と陸域からの窒素供給の評価、ブルーカーボ

ンの炭素の蓄積の観点、OECMなどの視点もふくめて研究を発展させてほしい。 

 


